








第  1 章：両者の詩人としての連帯感は，ダンヌンツィオからパスコリへの好意・評価によっ
て，次第に友情へと発展する。対極的な世界観を持つ二人ではあるが，ギリシア・ラテンの
古典文学に対する情熱という固い絆で結ばれている。
第  2 章：パスコリは『オデュッセウスの眠り』（1899 年）で，「眠り」を通じてオデュッセウ
スという神話的な人物像の消滅を，また「夢」を通じて祖国や家族への情愛を表現した。
第  3 章：学生用アンソロジー『敷居の上』（1899 年）の「序文」でパスコリは，教育者として
の熱意と，弱者を思いやる社会主義的な思想を語る。また「生徒たちへの覚書」で，オデュッ
セウスの涙を通して，郷愁や忠犬という純粋なものを若者に伝える。
第  4 章：オペラ作曲家ヴェルディの追悼演説（1901 年）でダンヌンツィオは，エリート主義
的でナショナリズムが濃厚な教育について論じた。晩年のヴェルディと，ダンテのオデュッ
セウスの老いた姿を重ね合わせ，学生に資本主義的な競争心を植え付ける。
第  5 章：詩集『マイア』（1903 年）でダンヌンツィオは，英雄の個人主義を極限まで突き詰め，
俗世を超越した孤高の求道者を描き出した。そこに利他的な教育者の要素が入り込む余地は
全く無い。














































代順に概観する。1887 年 11 月，当時 31 歳のパスコリは，25 部印刷した詩の小冊子のうちの
1 部をダンヌンツィオに送った 2）。翌年 2 月，ダンヌンツィオは自分の詩が載った雑誌の切り
抜きをパスコリに送り，4 月 7 日にはパスコリの詩に関する評論『ソネットとソネット作者




年 7 月に 22 篇の詩からなる詩集『御柳（Myricae）』を刊行し，翌年 1 月には 50 篇を付加して
第 2 版とした。この『御柳』の書評を，ダンヌンツィオは 1892 年 12 月 30-31 日の《マッティー
ノ（Il Mattino）》紙に載せ，「古い形式に基づきながら，誰よりも見事に自分らしさを表現す
ることに成功した，最も独創的な詩人」（SG II: 116）と，パスコリを高く評価する。






1895 年 1 月，雑誌《コンヴィート》が創刊され，ダンヌンツィオとパスコリはその中心的








ダンヌンツィオは，1896 年 8 月 9 日の《マルゾッコ（Il Marzocco）》誌に載ったパスコリの詩




































ウスの眠り（Il sonno di Odisseo）』（以下，『眠り』と略す）が，1899 年 2 月 16 日の《ヌオー
ヴァ・アントロジーア（Nuova Antologia）》誌に掲載された（後に『饗宴詩篇集』に収められる）。
この作品は 7 つの節（18 詩行，各 11 音節）によって構成され，主に『オデュッセイア』第 10
























部下たちの議論は第 4 節でも続き，船はポルキュースの入江（原作第 13 巻 97 行以下）に近
付く。その先にはオデュッセウスの屋敷が垣間見え，そこでオデュッセウスの貞淑な妻ペーネ






い。原作でアルゴスが登場するのは，第 17 巻 292 行以下で，既に年老いたアルゴスは，主人
に気付くものの動けずに，すぐに死んでしまう。
第 6 節では，遠ざかる船から，父ラーエルテースの農園が見える（原作第 24 巻 203 行以下）。




























そして 1906 年，ボローニャ大学のイタリア文学の教授となる 5）。
『敷居の上』の「序文」で，パスコリはまず題名の説明をする。それは『オデュッセイア』


















































































オネー（Alcyone）』に含まれる『船の勝利の女神（La Vittoria navale）』（1903 年）で，自分
自身を讃美するために用いる。
演説の結末部分でダンヌンツィオは，晩年でも衰えることなく創作を続けるヴェルディの姿














































ダンヌンツィオが自らの理想像としてオデュッセウスを十全に描き出すのは，1903 年 5 月
刊行の『マイア（Maia）』においてである。この詩集は，全 7 巻を計画していた『空と海と陸
と英雄の讃歌（Laudi del cielo del mare della terra e degli eroi）』の第 1 巻であり，8400 詩行
（400 節，各 21 詩行）からなる『生ノ讃歌（Laus vitae）』がその大半を占める。冒頭には『プ


































同様のオデュッセウス像が『生ノ讃歌』でも描き出される。この長編詩は，1895 年 7 月末




























後の旅（L’ultimo viaggio）』である。『オデュッセイア』と同じ 24 の節に分かれ，各節は 35





































































ド，大麦とワインがある」（PC: 148）と励ます。（第 13～14 節）


































































リア文学講座の教授カルドゥッチの後継者が話題となっていた 1904 年 12 月 30 日，ダンヌン
ツィオはパスコリへ，「君以上の適任者は誰もいない，私の優れた兄弟よ。私は自分の戦いの






一方，パスコリは教育者としての自覚を強く持っていた。1907 年 2 月 24 日，《マルゾッコ》
誌に発表した『最後の授業（L’ultima lezione）』で，パスコリは 14 年振りに受けた，最後と










られる。パスコリは 1894 年 9 月のオイエッティとの対談の中で，「私は社会主義者だ。武闘派に属し
ていた。その後，そういう方面に私は力を入れなくなった。当然のことだ。知っての通り，私は教師
であり，食べるために自分の義務を果たす必要がある」（Ojetti 1899: 143-4）と述べる。
2 Cfr. CPD: 15.
3 内田（2012: 27-47）参照。
4 Cfr. Hom: 162-3. 
5 Cfr. Cervetti 2012, Paradisi 2011. 一方，ダンヌンツィオは職業として教師をしたことがない。高校卒
業後，大学に入学はするものの，すぐにジャーナリストとして社交界消息や文芸批評を書きながら，
創作活動を行った。最近の評伝には，「ローマが彼を待っている。本来ならば，大学が彼を待ってい
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性格のものだった。［…］キリスト教的社会主義






購入を，同行者エレル（ダンヌンツィオの作品の仏訳者）に依頼した。Cfr. CDH: 333, 338.
8 Cfr. Braccesi 2011: 90-1.
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The images of Ulysses in D’Annunzio and Pascoli  
and the difference of standpoints: Poet or educator
Kenichi UCHIDA
Abstract
Introduction: In Contemplazione della morte (1912), D’Annunzio looked back on his 
relationship with Pascoli, who had just passed away. One of their common interests was 
Ulysses, the hero of Greek mythology. However, their standpoints were different, as  
D’Annunzio was a pure poet and Pascoli a poet-educator.
Chap. 1: Their solidarity as poets grew gradually into a friendship by virtue of D’Annunzio’s 
respect for Pascoli. Despite their opposite personalities, they were bound together by their 
passion for classical literature.
Chap. 2: In Il sonno di Odisseo (1899), Pascoli expressed through “sleep” the vanishing of the 
mythological figure of Ulysses and through “dream” an affection for homeland and family.
Chap. 3: In the “Introduction” of the scholastic anthology Sul limitare (1899), Pascoli talked of 
his zeal for education and his socialistic sympathy for unfortunates. In his “Note for pupils” 
he tried to convey, by emphasizing the tears of Ulysses, pure sentiments to the young, 
such as homesickness or faithfulness.
Chap. 4: In the funeral oration for the opera composer Verdi (1901), D’Annunzio showed his 
elitist and nationalistic concept of education. Comparing Verdi in his later years to the old 
Ulysses in Dante’s Divine Comedy, he implanted capitalistic competitiveness into students.
Chap. 5: In the poem Maia (1903), D’Annunzio intensified the egoism of the hero and 
presented a noble figure of a solitary ascetic. This was completely alien to the altruism of 
educators.
Chap. 6: In the poem L’ultimo viaggio (1904), Pascoli sorrowfully described an obsessive 
Ulysses who was brought to ruin after experiencing various disillusionments. D’Annunzio 
praised this work, from which he received inspiration for writing a similar tragedy, Più 
che l’amore (1906).
Conclusion: D’Annunzio identified himself with his Ulysses as an eternal adventurer. This 
ideal figure was the same, whether from the standpoint of a poet or from that of an 
educator. On the other hand, Pascoli sang a song of the pathetic end of the Ulyssean myth. 
But as educator, he emphasized only the poetic purity without touching on its tragic fate. 
In the essay L’ultima lezione (1907), Pascoli, who unlike D’Annunzio was conscious of being 
an educator, looked back to Carducci’s last lesson, which had as its theme the Dantesque 
Ulysses, and yearned for harmony between poetry and education.
Keywords:  Odyssey, adaptation, Italian literature, poetry, education
